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(Chief: Dr. M. Morita)
   The present study was undertaken to evaluate the penetration of astromicin sulfate into 
prostatic tissue. Twenty eight patients with benign prostatic hypertrophy entered the study. 
Astromicin sulfate was administered as an intramuscular injection in a dose of 200 mg one hour 
preoperatively.Blood samples were taken simultaneously with the tissue sampling at the 
transurethral resection of the prostate. The mean concentration of astromicin sulfate in prostatic 
tissue was 3.79±1.01 teg/g and that in serum was 10.25±2.70pg/ml. 
                                                (Acta Urol. Jpn. 34: 1865-1868, 1988)





















測 定 方 法
常法 に 従 い,S.subtilisATCC6633を検定 菌 と し
て,薄 層 カ ップ法 を用 いて 測定 した.
結 果
今 回測 定 した28例の年 齢,体 重,血 清 お よび前立 腺
組織 内で のASTM濃 度 を 一 括 して 表示 した(Table
i).
1)血 清濃 度 は6,33～18.7μ91m1で,平均10.25
±2.70μglmlであ った.
2)前 立腺 組 織 内濃 度 は5・24～6.28μ9/9で,平均
3.79±1.Olug/gであ った.
3)血 清濃 度(x)と 前立 腺 組 織 内濃 度(y)と の 比
較 で は,Fig.1に示 す ご とき関 連 が認 め られ,こ の
直線 はy=0.101x+2.76と表 わ され る.
考 察
ASTMはFig.2に 示 す ユ ニー クな 化学 構 造 を 持
つ新 しいaminoglycoside系抗 生物 質 であ る.本 剤
はgentam五cinを含 む 多 剤 耐 性菌 のS,aureusおよ






































































































































































直 線 は 〃=0,101x+2.76












Fig.2.ASTMの 化 学 構 造 式
Table2。各種薬剤の前立腺組織内濃度と血清濃度
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Table3.ASTMの各種病原菌に対するMIC



































So'旧o凋 ε'如 助ypkimur'ロ 刑E雫9






















































前立腺 組 織 内濃 度 につ いて み る と,ASTMと ほ ぼ近
い デ ータを示 した もの が経 口投 与 剤 のenoxacinレ3》
であ った が,静 脈 内投 与 のcefotetan°)ceftizoximefi)
な どは大 きなパ ラ ツキ はあ る もの の前 立 腺組 織 内濃 度
は筋 注 したASTMよ りも高 い傾 向に あ る と考 え られ
た.
ASTMの 血 清濃 度(x)と 前立 腺 組 織 内濃 度(y)
との比 較 では,Fig.tに 示 す ご と きy=0.101x+
2.76の直 線 に示 す ご と き関係 が 認 め られ,こ れ は血 清
濃 度が 高 い症 例 ほ ど前 立 腺組 織 内濃 度 も多少 上 昇す る
こ とを示 して い る と考 え られ た.
つ い で,山 下 ら9)(Table3)によ り報 告 され て い る
ASTMの 各種 病 原 菌 に対 す るMICと,前 立 腺 組 織
内濃 度 とを 比較 す る と,グ ラム陽 性菌 で は,Strepta・
LOLLilSpneunwniaeI」IIIやStreptococcuspyogeaesS23
な どを除 い て,そ の 他 の 菌 のMICを ほ とん ど上
まわ って い た.ま た グ ラ ム陰 牲 菌 に対 して は,2～3
の 例 外的 な菌 を 除 い て,大 多 数 の菌 のMICを 上 ま
わ って いた.し た が ってASTM200mg筋 注 後1時
間 で,前 立腺 組 織 内濃 度 は,グ ラム陽 性 菌 お よび 陰 性
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